
　選挙管理事務は、正確に瑕
か

疵
し

なく執行されなければ

なりません。しかし、実際は選挙のたびにさまざまな

ミスが発生し、その都度注意喚起がなされているにも

かかわらず、減少するどころか増加している現状です。

　近年、選挙制度の多様化、また不在者投票や期日前

投票の制度が一般に浸透し、利用者が毎回の選挙で増

加し続けているなどにより選挙管理事務は増々複雑に

なってきています。

　また、それぞれの自治体で選挙が行われるのは一年

に一回あるかどうかで、場合によっては選挙管理委員

会事務局に在任中、一度も選挙を経験しないまま異動

する職員もいます。加えて、熟練した年長者が退職し

ていくこと、職員の異動サイクルが早くなっているこ

と、経費削減などのため他部署との兼務になっている

ことなど、職員が選挙管理事務に熟達しにくいという

状況にあるのは確かでしょう。

　しかし、だからといってミスをしてよいということ

ではありません。選挙の執行は、完璧でなければなら

ないのです。なぜなら、少しでも瑕疵があれば、選挙

人の皆さんが投票した貴重な一票を無駄にしてしまう

監修にあたり



おそれがあるからです。選挙管理委員会の使命とは、

国政や市政、県政などに対し、一票という有権者の声

を届けることにあります。この使命を果たすためには、

どんな小さなミスも絶対に許されないのです。

　いつまでもミスをくり返しているようでは、選挙に

対する有権者の信頼が失墜してしまうのではないかと

懸念されます。

　選挙管理事務に携わる者たちは皆、まず事務の原点

に立ち返り、「正確で瑕疵のない選挙管理事務の執行」

を志さなければなりません。本書は、決して対岸の火

事を掲載したものではありません。これらの事例を他

山の石として、正確で瑕疵のない執行の“小さいけれ

ども大きな一歩”につながり、選挙管理事務を担う皆

さんのより信頼される選挙執行のための一助とされれ

ば幸いです。

　平成 26 年春

小島 勇人

川崎市選挙管理アドバイザー
市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）客員教授
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選挙の分類  衆議院／小選挙区
関係法令   公職選挙法第45条（投票用紙の交付及び様式）

 公職選挙法施行令第35条（投票用紙の交付）

衆議院／小選挙区の投票用紙自動交付機に比例代表の投票用紙
を誤って入れたため、３人の選挙人が比例代表の投票用紙で小選
挙区の投票を行った。

　期日前投票所で投票用紙自動交付機に投票用紙を挿入し準備を行う
際、誤って衆議院／小選挙区の投票用紙を入れるべきところ比例代表の
投票用紙を入れた。そのことに気づかないまま投票を開始し、約15分
後、比例代表の投票用紙を交付する際、選挙人の指摘により発覚。気づ
いた選挙人を含め３人が比例代表の投票用紙で小選挙区の投票を済ませ
ていた。この３人の選挙人には比例代表の投票用紙を改めて交付し、比
例代表の投票を行った。
　通常、期日前投票所を開場する前に事務局長が金庫から投票用紙を出
し、投票管理者と交付機の担当者の３人でチェックしながら交付機にセ
ットしていたが、この日はチェックが結果として行われず、取り違えに
気づかなかった。

■事件における対処

　当該市選管の事務局長から選挙人に対して事情説明と謝罪を行った。
また、投票管理者と交付係が投票用紙の配置と配布手順を再確認した。
県選管は口頭で厳重に注意し再発防止に万全を期すよう助言した。また
管内の市町村選管に対して注意喚起を行った。
　なお、３人の選挙人が比例代表の投票用紙で投票していた衆議院／小
選挙区の投票は、小選挙区の候補者名を記載したため、無効となる。

017 投票用紙の交付誤り
（選挙の種類の誤り）

44

投
票
関
係



●類似事例

１）衆議院／比例代表の投票用紙交付係が、一般用の投票用紙を補充す
る際に誤って点字投票用紙を補充した。それに気づかないまま投票用紙
を交付したため、比例代表の一般用投票用紙を交付すべき選挙人30人に
対し、点字投票用紙を交付し、投票が行われた。この事例では、定期的
に行う投票用紙の枚数確認で誤りが判明した。比例代表の一般用投票用
紙はだいだい色であり、点字投票用紙はピンク色で凹凸がついている。
　当該市選管は管轄内の期日前投票所と当日投票所で点字投票用紙の保
管と払い出しを厳格に行うこととし、県選管は県内の各市町村選管に注
意を喚起した。この事例については、比例代表の公製公給の投票用紙で
あることには変わりがないため、投票は有効票とされた。

２）自動交付機を使わず投票用紙を手渡ししていた期日前投票所では、
衆議院／小選挙区の投票用紙を交付すべきところ誤って比例代表の投票
用紙を交付した。選挙人が投函したあとに投票用紙交付係が、交付の誤
りに気づいた。この選挙人は小選挙区については正しい小選挙区の投票
用紙で投票し直したが、比例代表の投票は小選挙区の候補者名を記載し
たため無効となった。当該市選管は選挙人に対して謝罪し、再発の防止
を徹底した。また、県選管は、当該事例を県内の全選管に周知し、投票
用紙の交付誤りがないよう徹底することを通知した。

３）期日前投票所で、２人の選挙人に対し、衆議院／小選挙区の投票用
紙を交付すべきところ比例代表の投票用紙を交付した。選挙人はそのま
ま比例代表の投票用紙で小選挙区の候補者名を記載して投票を行った。
この選挙人のあとから来所した選挙人の指摘により誤りが発覚したが、
当初の２人の選挙人の小選挙区の投票は、比例代表の投票用紙によった
ため無効となった。当該町選管では、事務従事者を増員するとともに、
投票所内の配置や投票の流れを見直し、小選挙区の投票が終了したあ
と、別の交付場所を設けて比例代表の投票用紙を交付することとした。
当日の投票所も同様の対応を行った。
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選挙の分類  衆議院／小選挙区
関係法令  公職選挙法第167条（選挙公報の発行）

選挙公報に掲載する候補者の顔写真を他の候補者のものと入れ
違えて印刷し、配布した。

　投票日の4日前に新聞折り込み等をして配布した選挙公報において、
選挙区の異なる２人の候補者の顔写真を入れ違えて印刷し、配布した。
２人の候補者の所属政党は同一であった。印刷部数は38万 2000部。

●事件が起きた理由

　選挙公報の印刷に際しては、事前の写真の裏面に選挙区と氏名を明記
させるなど取り違えを防ぐ対策を講じていた。しかし、印刷会社から送
られてきた刷り見本で顔写真が入れ違っていたが、このことに県選管の
担当職員は気づかず、そのまま印刷された。職員は印刷所に出向いて点
検したが、氏名の表記の誤りやインクの汚れなどを確認しただけで顔写
真は確認していなかった。

■事件における対処

　県選管は当日の午前中に、当該２人の候補者の所属政党に謝罪した。
また、再印刷した選挙公報に県選管の謝罪文を掲載した上で、翌々日に
新聞折り込み等により再配布した。今後はその重要性を職員が再認識し
て確認体制を強化し、再発生しないよう徹底するとした。

※特記事項

　刷り直しの印刷費のみでも約100万円程度かかった。

083 選挙公報の候補者顔写真の
掲載間違い

136
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選挙の分類  参議院／比例代表
関係法令   公職選挙法第167条（選挙公報の発行）、第168条（掲載文の

申請）、第169条（選挙公報の発行手続）、第170条（選挙公
報の配布）

選挙公報の掲載すべき内容の一部に欠落があった。

　ある県選管がウェブサイト上で、電子版選挙公報を公開した。これを
見たある政党関係者から、選挙公報の掲載内容が一部欠落しているとの
指摘があった。印刷用の原板を確認したところ、ある政党の掲載欄の政
策に付けるべきだったイラストが欠落し、「だ」とすべき文字が「た」
となり、文字の濁点が欠落していることが判明した。このため、正しい
掲載内容とした上で選挙公報を印刷し直した。

●事件が起きた理由

　印刷用原板の制作に当たった業者が、画像の濃淡調整のために修正・
加工を行った際、イラスト部分の合成等を失念し、その誤りに気がつか
ないまま印刷を行った。

■事件における対処

　県選管は、直ちに県内の各市町村選管に対し、誤って印刷した選挙公
報を配布することなく、選挙期日後まで厳重に保管すること、既に配布
済みの公報は回収するよう依頼した。正しい掲載内容の選挙公報は誤り
が判明した2日後に再印刷を行い、選挙公報配布期限の期日までに全市
町村に配布を完了した。
　今後は、制作業者への指示や業務確認を徹底すること、校正・確認体
制の全面的な見直し検討を行うとした。

084 選挙公報の内容を誤った印刷
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113

選挙の分類  衆議院／小選挙区・比例代表、国民審査
関係法令  公職選挙法第237条（詐偽投票及び投票偽造、増減罪）

同僚の投票所入場券を盗んで本人と偽って期日前投票を行った。

　投票所入場券の選挙人本人が投票所に訪れて選挙人名簿と対照したと
ころ、衆議院／小選挙区・比例代表、国民審査とも期日前投票で済まさ
れていることになっていた。しかし、当該選挙人は期日前投票をしていな
いと主張したため、区選管事務局で「宣誓書兼請求書」を確認したとこ
ろ、宣誓書に記載されている氏名のふりがなが本人の申し立ておよび選
挙人名簿に記載されている氏名の読みとは異なっていることが判明した。
このため、既に行われた期日前投票は詐偽投票であることがわかった。

■事件における対処

　当該区選管は、本人持参の自動車運転免許証で本人確認を行い、公職
選挙法第50条（選挙人の確認及び投票の拒否）および同法施行令第40
条（選挙人の宣言）の手続きにより、仮投票を行わせた。その後、開票
管理者において、同法第66条（開票）第1項に規定する手続きにより、
当該仮投票の受理を決定した。また、事件発覚後、直ちに都選管および
警察に報告した。

※特記事項

　警察の捜査により、当該選挙人と同じ社員寮にいたタクシー運転手が
当該選挙人あてに届いた投票所入場券を盗み、期日前投票所で本人と偽
って投票を行ったことがわかった。詐偽投票を行った者は詐偽投票の罪
で書類送検された。 

詐偽投票

176

選
挙
犯
罪
関
係



選挙の分類  県議会議員
関係法令   公職選挙法第237条（詐偽投票及び投票偽造、増減罪）

既に期日前投票を行った選挙人が別の期日前投票所を訪れ、二
重に投票を行った。

　既に期日前投票を行った選挙人が別の期日前投票所を訪れ、投票済み
であることを告げずに宣誓書に記入し、投票用紙の交付を受け、二重に
投票を行った。当該選挙人は、その日のうちに当該市選管に対し電話で
期日前投票を２回行ったことを告げた。
　当該市選管が確認したところ当該選挙人の宣誓書が２枚あり、２回投
票したことが判明した。
　二重投票を行わせた原因は、２回目の投票が行われた期日前投票所の
職員が、パソコン画面上の投票済みの表示を見落とした可能性が高いと
された。

■事件における対処

　この事件後に対応策を検討し、直後の市議会選挙では、受付事務にお
ける本人確認と投票済みの確認を徹底した。また、本件で２回目の投票
が行われた期日前投票所のレイアウトを再点検し、宣誓書記載場所など
のスペース確保を図った。
　県選管は、当該市選管から報告を受け、再発防止を要請した。

※特記事項

　当該選挙人は、公職選挙法違反（詐欺投票）の疑いで書類送検する方
針とされた。

114 期日前投票における二重投票
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